
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

本
年
度
の
入
学
式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
よ
り
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
御
参
列
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、規
模
を
縮
小
し
、時
間
を
短
縮
し

て
、大
学
、短
期
大
学
部
合
同
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、高
止
ま
り
の
状
態
で
、な
か
な
か
減
少
し
ま

せ
ん
。家
庭
内
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、濃
厚

接
触
者
の
認
定
を
受
け
た
り
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
感
染

が
判
明
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、自
宅
待
機
せ
ざ

る
を
得
な
い
学
生
も
少
な
い
が
お
り
ま
す
。

学
生
が
校
舎
に
入
る
際
に
は
、手
指
消
毒
、体
温
測

定
を
励
行
し
、教
室
使
用
時
に
は
、三
密
を
避
け
、空

気
の
入
れ
替
え
な
ど
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、本
学
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
は
お
こ
ら
ず
、順
調
に
各

授
業
、実
習
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
に
お
け
る
学
生
生
活
は
、毎
日
学
業
に
励
む

の
は
あ
た
り
ま
え
で
す
が
、学
友
会
活
動
、ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
を
通
し
て
の
学
生
間
交
流
も
や
っ
と
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
二
年
間
は
学
友

会
活
動
が
規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、六
月
に
、ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
各
部
室
の
清
掃
が
一
斉
に
行
わ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
鍵
も
新
た
に
設
置
さ
れ
て
、管
理
も
行
き
届

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近
、と
き
お
り
近
く
を
通

る
と
、「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」の
演
奏
が
流
れ

て
い
ま
す
。

六
月
十
一
日
は
、体
育
館
で
「
体
育
祭
」が
開
催
さ

れ
、二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。わ
た
く
し
も
、「
体
育

祭
」の
成
功
を
祈
っ
て
、「
フ
レ
ー
、フ
レ
ー
、（
東
北
）

生
（
活
）文
（
化
大
学
）」と
大
声
で
、エ
ー
ル
を
き
り
、

応
援
し
ま
し
た
。秋
に
も
う
一
回
、「
体
育
祭
」が
開
催

で
き
な
い
も
の
か
と
検
討
さ
れ
て
い
る
と
、聞
い
て

お
り
ま
す
。

六
月
後
半
か
ら
、大
学
生
協
売
店
入
口
に
、織
姫
と

彦
星
が
出
会
う
七
夕
祭
り
な
の
で
し
ょ
う
、二
本
、笹

竹
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。本
来
、詩
歌
や
願
い
事
を
書

き
、学
業
の
上
達
を
願
う
の
で
し
ょ
う
が
、毎
日
少
し

づ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
短
冊
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
の
多
い
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
」「
世

界
中
の
人
間
が
皆
同
じ
く
ら
い
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ

う
に
！
」「
世
界
平
和
た
の
む
」「
持
続
可
能
な
社
会
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」の
よ
う
な
真
面
目
な
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、推
し
の
ア
イ
ド
ル
や
、恋
愛
成
就
、現
世

利
益
の
願
望
を
し
た
た
め
た
も
の
も
多
く
、微
笑
ま

し
く
眺
め
て
い
ま
す
。ま
た
、生
老
病
死
の
四
苦
か
ら

救
わ
れ
た
い
と
す
る
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

学
長
も
短
冊
を
と
、学
生
に
す
す
め
ら
れ
、そ
れ
で

は
と
、「
万
葉
集
」か
ら
、男
女
の
契
り
を
願
う
相
聞
歌

の
ひ
と
つ
「
君
が
代
も
わ
が
代
も
知
る
や
磐
代
の
岡

の
草
根
を
い
ざ
結
び
て
な
」を
記
し
て
、短
冊
を
笹
竹

に
結
び
ま
し
た
。

学長   佐藤 一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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就職活動は社会の変化に敏感に反応します。現代社会は、ＡＩ人工知能の人間領域への進出による社会経済構造の変化、コロナ
禍でリモートワークの増加に伴う仕事環境の変化、持続可能な経済発展のためノーカーボン社会への変換など激しく変化しており、企業
はこの様な変化に素早く対応出来る組織づくりをしています。組織は人次第です。そのため企業の人財獲得競争が激化しています。表
向きは大学3年生及び短大1年生の３月1日から就職活動解禁となっていますが、実際は大学3年生及び短大1年生の夏のインターンシッ
プから企業の採用選考活動がスタートしています。企業のインターンシップ募集要項を見ていると、7月中にエントリーシートやポートフォリオ
の提出が求められることが非常に多いのが現実です。そして、夏のインターンシップに参加した学生に9月くらいに内々定を出して人財の
確保に努めています。さらに１～2年生の青田買いをするなど激しさは増す一方です。
この様な時代を生きる学生に伝えたいことは、入学時から頭の片隅に自分自身の将来を考えながら日々の勉強、サ－クル活動、アルバ
イト、遊びに打ち込んでくださいということです。そうすることで自分自身の将来が拓けてくると思います。

◎大きく変化する就職活動

令和4年度入学式
4月4日（月）に入学式を挙行しました。新型コロナウイル
スの感染拡大防止のためにご参加いただけなかった
保護者の方向けにオンデマンドでの配信を行いました。

フレスコキクチ締結式

5月26日（木）にスーパーマーケットのフレス
コ株式会

社（フレスコキクチ）と短大は産学連携事
業の協定

を結びました。コロナ禍でも活動できる地
域連携事

業として昨年度始まり、今年で2年目となり
ます。

服飾講座（ブログ）
大学服飾文化専攻ではブログで服飾講座を配信中です。（本学HPから見ることができます。）今年4月より何水蘭講師と菊地紗代特任講師が加わり、より魅力的な内容に！https://www.mishima.ac.jp/tsb/category/fashion/

夏のオープンキャンパス
6月18日（土）と7月17日（日）にオープンキャンパスを
開催しました。たくさんの高校生が来場し、誘導か
ら講座中のサポート、お見送りまで学生スタッフは大
活躍でした！

新入生歓迎行事
4月5日（火）は新入生歓迎行事としてウェルカムパーティーとクラブ同好会紹介を行いました。ゲーム等を通して学生同士の交流を深める場となったようです。

施設見学実習

５月23日（月）に短大子ども生活専攻1年生
が、児童養

護施設「丘の家子どもホーム」の見学実習
へ行ってき

ました。施設長先生よりすすめられ、学生が
絵本「てぶ

くろ」と「おおきなかぶ」の読み聞かせをする
場面も。

せ
い

ぶ
ん

・
・

令和4年度「後援会役員会・総会・学科専攻別
懇談会・個別面談会」

昨年度、一昨年度と新型コロナウイルス感染症の
影響により中止となっておりましたが、6月4日（土）に
3年ぶりの開催となりました。ご参加いただいた皆
様、ありがとうございました。

体育祭
6月11日（土）に体育祭を開催しました。競技前に学長からの応援エールを受け、準備体操も万全！競技中の学生たちの生き生きとした姿が印象的でした。

地域連携事業「子育て支援事業 いざあそび場へ！」
7月9日（土）に短大子ども生活専攻の橋浦孝明准
教授と学生が、地域の親子への支援活動として本
学体育館を開放し、あそび場を提供しました。

い
わ
し
ろ

く
さ
ね
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

短信

令
和
四
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ま

ず
教
員
の
異
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
末
で
健
康
栄
養

学
専
攻
の
曽
根
正
彦
教
授
、
半
澤
真
喜
子
講
師
が
退
職
さ
れ
た
一

方
で
、
四
月
よ
り
、
服
飾
文
化
専
攻
に
何
水
蘭
講
師
、
菊
地
紗
代

講
師
が
、
健
康
栄
養
学
専
攻
に
鴫
原
美
智
子
准
教
授
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
四
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
四
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養
学

専
攻
三
年
）
二
名
と
学
科
定
員
を
充
足
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
こ

ろ
男
子
の
新
入
学
生
が
増
加
傾
向
で
す
が
、
今
年
も
服
飾
文
化
専

攻
三
名
、
健
康
栄
養
学
専
攻
十
一
名
と
約
四
分
の
一
が
男
子
学
生

で
す
。

一
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
教
室
の
「
密
」
を
回
避
し
つ
つ
対
面
授
業

が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
、
体
育
祭
も
復
活
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
授
業
や
行
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
や
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
の
臨
地
実
習

も
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
で
特
例
的
な

リ
モ
ー
ト
実
習
の
実
施
と
い
っ
た
対
応
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
研

修
旅
行
な
ど
大
勢
で
の
校
外
行
事
に
つ
い
て
は
市
中
の
感
染
状
況

を
見
な
が
ら
慎
重
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
対
面
型
の
実
施
が
再
開
さ
れ
、
今
年

度
（
七
月
末
日
現
在
）
は
既
に
二
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
増
え
、
特
に
健
康
栄
養
学
専
攻
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
、
服
飾
文
化
専
攻
学
生

を
中
心
と
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
学
生
実
行
委
員
会
は
、
学

生
数
も
増
え
た
こ
と
で
勢
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
例
年
通
り

の
大
学
祭
時
の
公
演
実
施
を
目
指
し
て
、
鋭
意
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
対
外
的
な
活
動
も
徐
々
に
活
発
化
し

て
お
り
、
六
月
に
は
泉
区
家
庭
健
康
課
の
連
携
事
業
と
し
て
「
食

育
月
間
パ
ネ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
四
年
生
が
作
成
し

た
食
育
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
が
展
示
・
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率
も
回
復
傾
向
が
出
て
き
て
、
昨

年
度
か
ら
の
正
課
の
支
援
以
外
に
教
員
が
開
講
す
る
「
塾
」
と
称

す
る
勉
強
会
も
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
傾
向

が
あ
り
、
四
年
生
た
ち
は
引
き
続
き
制
約
の
多
い
状
況
下
で
学
外

実
習
や
就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗

り
越
え
て
一
層
の
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全

力
で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

美
術
学
部
は
、
学
部
に
な
っ
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
昨
年
度
に
伊
勢
周
平
先
生

（
総
合
メ
デ
ィ
ア
分
野
）
を
、
今
年
度
か
ら
山
沢
智
樹
先
生
（
教

職
分
野
）
を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

新
入
生
は
四
月
か
ら
九
十
分
授
業
の
講
義
、
百
八
十
分
の
実
技

と
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
時
間
数
を
体
験
し
、
慣
れ
な
い
通
学

ル
ー
ト
に
困
惑
し
な
が
ら
新
た
な
大
学
生
活
を
は
じ
め
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
経
験
を
生
か
し
大
学
の
履
修
登
録
も
積
極
的
に
済

ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
は
、
個
人
の
自
主
的
な
制
作
や
課
外
活
動
、
作
品
の
出

品
や
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
等
、
展
覧
会
開
催
の
た
め
の
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

四
年
生
は
、
就
職
活
動
、
教
育
実
習
、
卒
業
研
究
と
重
な
る
行

事
を
上
手
く
こ
な
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。特
に
教
育
実
習
で
は
、

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
中
・
高
生
の
前
で
授
業
を
行
う
と

い
う
緊
張
感
の
中
で
、
充
実
し
た
体
験
を
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
事
予
定
で
は
、
こ
れ
か
ら
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
、
課
題
提
出
が

あ
り
、
ま
た
、
集
中
講
義
、
特
別
講
義
を
経
て
、
夏
休
み
を
は
さ

ん
で
後
期
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
十
月
に
な
る
と
、
大
学
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
の
美
術
学
部
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル

（
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
）
で
学
生
た
ち
は
作
品
を
競
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
終
学
年
で
は
、
引
き
続
き
就
職
活
動
、
卒
業
研
究
に

取
り
組
み
、
最
後
の
作
品
成
果
発
表
「
卒
業
制
作
展
」（
会
場
…

宮
城
県
美
術
館
）
に
向
け
て
研
究
・
制
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
美
術
を
広
く
捉
え
て
中
を
見
て
み
ま
す
と
、
分
野
や
方

向
性
が
見
ら
れ
ま
す
。
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
「
美
術
」。
陶
芸

や
染
織
と
い
っ
た
「
工
芸
」。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
「
デ
ザ
イ
ン
」。
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
や

映
像
と
い
っ
た
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」。
は
っ
き
り
線
引
き
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
広
く
傾
向
や
方
向
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

美
術
の
多
様
な
方
面
を
学
ぶ
こ
と
で
、
伝
統
や
様
式
に
つ
い
て

考
え
ざ
る
を
得
な
い
場
面
に
遭
遇
し
た
り
、
社
会
や
環
境
と
の
関

わ
り
を
注
視
す
る
よ
う
な
気
付
き
や
学
び
を
体
験
し
た
り
し
ま

す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
一
番
の
関
心
は
、
人
を
歓
ば
せ
る
こ
と
の

追
究
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
向
が
自
分
の
進
む
世
界
、
仕
事
と

し
て
自
分
と
結
び
つ
い
て
き
ま
す
。

た
と
え
作
品
制
作
で
は
な
く
と
も
自
分
を
生
か
せ
る
仕
事
と
い

う
の
は
、
自
分
の
「
表
現
」
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
方
向
に
興
味
が
あ
り
、
力
を
発
揮
で
き
る
か
、
ま
た
自
分

の
売
り
は
何
な
の
か
、
学
生
時
代
に
自
分
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て

答
え
を
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
文
化
学
科
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄
養
学

専
攻
二
十
四
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
四
十
名
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

八
年
連
続
、
子
ど
も
生
活
専
攻
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
四
年

間
連
続
し
て
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
四
月
、
食
物
栄
養
学
専
攻
に
二
十
四
名
、
子
ど
も

生
活
専
攻
に
三
十
一
名
が
入
学
し
、
続
い
て
新
入
生
学
科
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
依
然
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
流
行
は
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
が
、
各
種
行
事
は
少
し
ず
つ

正
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

専
攻
別
に
見
ま
す
と
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
実
習
が
、

六
月
か
ら
十
二
月
の
う
ち
の
所
定
の
一
週
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

八
月
二
十
五
日
に
は
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
演
習
と
し
て
、

株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
見
学
お
よ
び
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
講
座
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
栄
養
士
実
力
認
定
試

験
（
十
二
月
）
対
策
と
し
て
の
特
別
演
習
を
時
間
割
の
中
に
組

み
込
み
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
五
月
二
十
三
日
か
ら

六
月
四
日
ま
で
、
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
保
育
所
実
習
Ⅰ
、Ⅱ
を
行
い
、
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
一
日
ま

で
施
設
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行

の
た
め
、
一
部
の
学
生
は
実
習
期
間
を
変
更
し
ま
し
た
。
子
ど

も
生
活
専
攻
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
職
場
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
行
事
と
し
て
、

体
育
祭
が
六
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
主
に
子
ど
も
生
活
専
攻
の

一
年
生
が
活
躍
し
ま
し
た
。

学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
食
物

栄
養
学
専
攻
で
は
、
フ
レ
ス
コ
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
を
昨

年
に
続
き
結
び
、
五
月
二
十
六
日
に
そ
の
締
結
式
を
開
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
が
提
案
し
た
お
弁
当

の
審
査
会
が
七
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
現
在
、
商
品
販
売
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
株
式
会
社
カ
ル
ラ
と
の
共
同
開
発
に
よ
る
「
お
か
ら
の
お
や

つ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
新
商
品
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
で
す
。
子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、

日
本
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
認
定
す
る
資
格
「
ピ
ア
ヘ
ル

パ
ー
」
の
取
得
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
十
二
月
に
行
わ

れ
る
試
験
の
合
格
へ
向
け
、
七
月
か
ら
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
対
策
講

座
が
開
始
し
ま
し
た
。
学
年
を
超
え
、
多
く
の
学
生
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

短信

令
和
四
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ま

ず
教
員
の
異
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
末
で
健
康
栄
養

学
専
攻
の
曽
根
正
彦
教
授
、
半
澤
真
喜
子
講
師
が
退
職
さ
れ
た
一

方
で
、
四
月
よ
り
、
服
飾
文
化
専
攻
に
何
水
蘭
講
師
、
菊
地
紗
代

講
師
が
、
健
康
栄
養
学
専
攻
に
鴫
原
美
智
子
准
教
授
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
四
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
四
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養
学

専
攻
三
年
）
二
名
と
学
科
定
員
を
充
足
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
こ

ろ
男
子
の
新
入
学
生
が
増
加
傾
向
で
す
が
、
今
年
も
服
飾
文
化
専

攻
三
名
、
健
康
栄
養
学
専
攻
十
一
名
と
約
四
分
の
一
が
男
子
学
生

で
す
。

一
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
教
室
の
「
密
」
を
回
避
し
つ
つ
対
面
授
業

が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
、
体
育
祭
も
復
活
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
授
業
や
行
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
や
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
の
臨
地
実
習

も
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
で
特
例
的
な

リ
モ
ー
ト
実
習
の
実
施
と
い
っ
た
対
応
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
研

修
旅
行
な
ど
大
勢
で
の
校
外
行
事
に
つ
い
て
は
市
中
の
感
染
状
況

を
見
な
が
ら
慎
重
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
対
面
型
の
実
施
が
再
開
さ
れ
、
今
年

度
（
七
月
末
日
現
在
）
は
既
に
二
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
増
え
、
特
に
健
康
栄
養
学
専
攻
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
、
服
飾
文
化
専
攻
学
生

を
中
心
と
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
学
生
実
行
委
員
会
は
、
学

生
数
も
増
え
た
こ
と
で
勢
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
例
年
通
り

の
大
学
祭
時
の
公
演
実
施
を
目
指
し
て
、
鋭
意
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
対
外
的
な
活
動
も
徐
々
に
活
発
化
し

て
お
り
、
六
月
に
は
泉
区
家
庭
健
康
課
の
連
携
事
業
と
し
て
「
食

育
月
間
パ
ネ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
四
年
生
が
作
成
し

た
食
育
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
が
展
示
・
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率
も
回
復
傾
向
が
出
て
き
て
、
昨

年
度
か
ら
の
正
課
の
支
援
以
外
に
教
員
が
開
講
す
る
「
塾
」
と
称

す
る
勉
強
会
も
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
傾
向

が
あ
り
、
四
年
生
た
ち
は
引
き
続
き
制
約
の
多
い
状
況
下
で
学
外

実
習
や
就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗

り
越
え
て
一
層
の
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全

力
で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

美
術
学
部
は
、
学
部
に
な
っ
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
昨
年
度
に
伊
勢
周
平
先
生

（
総
合
メ
デ
ィ
ア
分
野
）
を
、
今
年
度
か
ら
山
沢
智
樹
先
生
（
教

職
分
野
）
を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

新
入
生
は
四
月
か
ら
九
十
分
授
業
の
講
義
、
百
八
十
分
の
実
技

と
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
時
間
数
を
体
験
し
、
慣
れ
な
い
通
学

ル
ー
ト
に
困
惑
し
な
が
ら
新
た
な
大
学
生
活
を
は
じ
め
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
経
験
を
生
か
し
大
学
の
履
修
登
録
も
積
極
的
に
済

ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
は
、
個
人
の
自
主
的
な
制
作
や
課
外
活
動
、
作
品
の
出

品
や
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
等
、
展
覧
会
開
催
の
た
め
の
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

四
年
生
は
、
就
職
活
動
、
教
育
実
習
、
卒
業
研
究
と
重
な
る
行

事
を
上
手
く
こ
な
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。特
に
教
育
実
習
で
は
、

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
中
・
高
生
の
前
で
授
業
を
行
う
と

い
う
緊
張
感
の
中
で
、
充
実
し
た
体
験
を
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
事
予
定
で
は
、
こ
れ
か
ら
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
、
課
題
提
出
が

あ
り
、
ま
た
、
集
中
講
義
、
特
別
講
義
を
経
て
、
夏
休
み
を
は
さ

ん
で
後
期
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
十
月
に
な
る
と
、
大
学
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
の
美
術
学
部
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル

（
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
）
で
学
生
た
ち
は
作
品
を
競
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
終
学
年
で
は
、
引
き
続
き
就
職
活
動
、
卒
業
研
究
に

取
り
組
み
、
最
後
の
作
品
成
果
発
表
「
卒
業
制
作
展
」（
会
場
…

宮
城
県
美
術
館
）
に
向
け
て
研
究
・
制
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
美
術
を
広
く
捉
え
て
中
を
見
て
み
ま
す
と
、
分
野
や
方

向
性
が
見
ら
れ
ま
す
。
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
「
美
術
」。
陶
芸

や
染
織
と
い
っ
た
「
工
芸
」。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
「
デ
ザ
イ
ン
」。
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
や

映
像
と
い
っ
た
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」。
は
っ
き
り
線
引
き
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
広
く
傾
向
や
方
向
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

美
術
の
多
様
な
方
面
を
学
ぶ
こ
と
で
、
伝
統
や
様
式
に
つ
い
て

考
え
ざ
る
を
得
な
い
場
面
に
遭
遇
し
た
り
、
社
会
や
環
境
と
の
関

わ
り
を
注
視
す
る
よ
う
な
気
付
き
や
学
び
を
体
験
し
た
り
し
ま

す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
一
番
の
関
心
は
、
人
を
歓
ば
せ
る
こ
と
の

追
究
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
向
が
自
分
の
進
む
世
界
、
仕
事
と

し
て
自
分
と
結
び
つ
い
て
き
ま
す
。

た
と
え
作
品
制
作
で
は
な
く
と
も
自
分
を
生
か
せ
る
仕
事
と
い

う
の
は
、
自
分
の
「
表
現
」
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
方
向
に
興
味
が
あ
り
、
力
を
発
揮
で
き
る
か
、
ま
た
自
分

の
売
り
は
何
な
の
か
、
学
生
時
代
に
自
分
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て

答
え
を
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
文
化
学
科
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄
養
学

専
攻
二
十
四
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
四
十
名
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

八
年
連
続
、
子
ど
も
生
活
専
攻
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
四
年

間
連
続
し
て
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
四
月
、
食
物
栄
養
学
専
攻
に
二
十
四
名
、
子
ど
も

生
活
専
攻
に
三
十
一
名
が
入
学
し
、
続
い
て
新
入
生
学
科
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
依
然
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
流
行
は
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
が
、
各
種
行
事
は
少
し
ず
つ

正
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

専
攻
別
に
見
ま
す
と
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
実
習
が
、

六
月
か
ら
十
二
月
の
う
ち
の
所
定
の
一
週
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

八
月
二
十
五
日
に
は
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
演
習
と
し
て
、

株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
見
学
お
よ
び
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
講
座
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
栄
養
士
実
力
認
定
試

験
（
十
二
月
）
対
策
と
し
て
の
特
別
演
習
を
時
間
割
の
中
に
組

み
込
み
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
五
月
二
十
三
日
か
ら

六
月
四
日
ま
で
、
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
保
育
所
実
習
Ⅰ
、Ⅱ
を
行
い
、
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
一
日
ま

で
施
設
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行

の
た
め
、
一
部
の
学
生
は
実
習
期
間
を
変
更
し
ま
し
た
。
子
ど

も
生
活
専
攻
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
職
場
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
行
事
と
し
て
、

体
育
祭
が
六
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
主
に
子
ど
も
生
活
専
攻
の

一
年
生
が
活
躍
し
ま
し
た
。

学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
食
物

栄
養
学
専
攻
で
は
、
フ
レ
ス
コ
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
を
昨

年
に
続
き
結
び
、
五
月
二
十
六
日
に
そ
の
締
結
式
を
開
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
が
提
案
し
た
お
弁
当

の
審
査
会
が
七
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
現
在
、
商
品
販
売
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
株
式
会
社
カ
ル
ラ
と
の
共
同
開
発
に
よ
る
「
お
か
ら
の
お
や

つ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
新
商
品
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
で
す
。
子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、

日
本
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
認
定
す
る
資
格
「
ピ
ア
ヘ
ル

パ
ー
」
の
取
得
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
十
二
月
に
行
わ

れ
る
試
験
の
合
格
へ
向
け
、
七
月
か
ら
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
対
策
講

座
が
開
始
し
ま
し
た
。
学
年
を
超
え
、
多
く
の
学
生
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
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　服
飾
文
化
専
攻
一
年
生
は
十
四
名
で
、
こ
の
う
ち
男
子
が
三
名

で
す
。
全
員
、
衣
料
管
理
士
二
級
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
科
の
教
員
免
許
、
学
芸
員
の
資
格
を
希
望
し
て
い
る

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
数
名
い
ま
す
。

　皆
、
優
し
く
協
調
的
で
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。
六
月
や
七
月
に
体

調
を
崩
し
た
学
生
が
何
人
か
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
全
員
が

元
気
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
前
期
の
試
験
や
レ
ポ
ー

ト
提
出
が
あ
り
ま
す
。
全
員
が
無
事
、
乗
り
越
え
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
二
年
生
と
な
り
、
専
門
科
目
の
学
習
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
授
業
へ
の
取
り
組
み
方
も
良
く
、
ま

ず
は
元
気
に
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今
、
宮
城
県
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
初
め
て
二
千
人
を
上

回
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
爆
発
的
な
感
染
状

況
が
続
い
て
お
り
、
研
修
旅
行
の
延
期
を
判
断
す
る
に
至
り
ま
し

た
。　こ

の
よ
う
な
試
練
の
と
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
双
方
か
ら
、
勉
学
を
は
じ
め
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。
一
日

も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
、
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
十
八
名
全
員
が
三
年
次
に
進
級
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
卒
業
に
向
け
て
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組

む
よ
う
注
意
喚
起
し
て
ま
い
り
ま
す
。
四
月
の
面
談
時
に
「
今
年

度
中
に
卒
業
必
修
の
一
二
四
単
位
に
限
り
な
く
近
い
単
位
取
得
」

を
目
標
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
服
飾
文
化
専
攻
で
の
学

び
の
集
大
成
「
専
門
研
究
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
健
康
を
大

切
に
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら

も
、
温
か
い
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　大
学
四
年
間
の
最
終
学
年
。
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
七
月

初
旬
か
ら
月
日
を
数
え
る
と
、
三
月
十
五
日
の
卒
業
式
ま
で
約
八

カ
月
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
ク
ラ
ス
の
様
子
で
す
が
、
就
職
が

早
い
段
階
で
決
ま
っ
た
学
生
、
就
職
活
動
真
っ
最
中
の
学
生
、
進

路
に
迷
い
悩
ん
で
い
る
学
生
な
ど
、
こ
の
時
期
独
特
の
空
気
が
流

れ
て
い
ま
す
。
特
に
今
は
、
目
の
前
の
こ
と
に
一
喜
一
憂
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
個
人
面
談
で
は
こ
の
こ

と
も
含
め
て
、
種
々
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少

し
せ
っ
か
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
員
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
な
が

ら
卒
業
式
を
迎
え
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　四
月
に
新
入
生
四
十
四
名
を
迎
え
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
履
修
登
録
な
ど
の
学
事
を
こ

な
し
、
前
期
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
四
月
中
旬
か
ら
実

施
し
た
担
任
と
の
個
人
面
談
で
は
、
生
活
面
や
健
康
面
の
確
認
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
点
は
放
置
し
な
い
こ
と
等
の
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
梅
雨
明
け
の
頃
か
ら
暑
い
日
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

体
調
管
理
に
気
を
配
り
、
前
期
試
験
、
夏
休
み
を
迎
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　六
月
の
後
援
会
総
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　全
員
が
無
事
二
年
生
と
な
り
、
三
年
振
り
の
体
育
祭
で
は
男
女

混
合
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
、
接
戦
の
末
、
教
員
チ
ー
ム

に
勝
利
す
る
な
ど
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
全

員
と
個
人
面
談
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
学
習
面
で
は
専
門
科
目
も
増

え
て
苦
慮
す
る
場
面
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
一
年
生
の
時
と
同
じ

勉
強
時
間
で
は
足
り
な
い
と
意
識
し
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　四
月
に
編
入
生
二
名
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
た
三
年
次
も
、
早
い

も
の
で
前
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
六
月
か
ら
は
給
食
管

理
の
臨
地
実
習
も
始
ま
り
、
学
生
同
士
が
相
談
し
合
い
、
事
前
準

備
や
終
了
後
の
ま
と
め
に
励
ん
で
い
る
姿
は
微
笑
ま
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座
も
始
ま
る
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
科
目
も
加
わ
り
ま
し
た
。
各
自
の
進
路
を
模
索

し
な
が
ら
学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　六
月
か
ら
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格
の
た
め
の
臨
地

実
習
、
そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
就
職
活
動
や
課
題
研
究
な
ど
、
更

に
充
実
し
た
毎
日
で
す
。
来
年
二
月
末
頃
の
受
験
に
向
け
た
学
習

も
、
毎
月
の
模
擬
試
験
と
と
も
に
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
既
に
就

職
先
か
ら
内
定
を
頂
い
た
学
生
、
内
定
後
も
模
索
す
る
学
生
、
職

種
に
よ
り
今
後
が
活
動
本
番
の
た
め
、
今
の
内
に
で
き
る
限
り
の

受
験
勉
強
を
す
る
学
生
等
々
、
状
況
は
様
々
で
す
。
い
ず
れ
も
夏

休
み
以
降
の
貴
重
な
時
間
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　今
年
度
も
「
絵
を
描
く
の
が
好
き
」「
ア
ニ
メ
が
好
き
」「
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
た
い
」「
工
芸
品
を
作
っ
て
み
た
い
」そ
ん
な
志
を
持
っ

た
学
生
た
ち
が
入
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
毎
年
五
月
に
行
う
東

京
研
修
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
六
月
の
体
育
祭
で
は
ク
ラ
ス
の
有
志
が

種
目
別
の
競
技
に
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。
七
月
は
東
北
大
学

で
開
催
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
へ
髙
田
葉
月
さ
ん
、
松
山
凜
さ

ん
、高
橋
幸
聖
さ
ん
、持
舘
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
出
展
し
活
躍
し
ま
し
た
。

　昨
年
度
ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
大
学
生
活
に
制

約
の
あ
る
年
で
し
た
が
、
学
生
な
り
に
考
え
工
夫
を
凝
ら
し
、
今

で
き
る
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
外
へ
向
け
て
制
作
発
表
す
る
者
、
学
友
会
活
動
の
参
加
、

サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
友
人
と
の
時
間
を
過
ご
す
な
ど
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
本
来
の
大
学
生
活
が
戻
っ
て
き
て
い
る
様
子
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　授
業
で
は
既
に
卒
業
研
究
を
見
据
え
て
次
年
度
か
ら
の
専
門

コ
ー
ス
へ
向
け
、
後
期
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　「大
学
生
活
＝
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
言
う
嘗
て
の
常
識
が
非
常
識

と
な
っ
て
、
ど
れ
程
、
経
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
進
級
と
い
う
縛
り

か
ら
解
放
さ
れ
学
生
ら
し
い
自
由
を
手
に
す
る
や
否
や
、そ
の
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
も
既
に
残
り
少
な
い
こ
と
を
学
生
た
ち
の
多
く
が

未
だ
知
ら
ず
に
い
ま
す
。
卒
研
に
向
け
て
自
己
研
鑽
に
励
む
べ
き

三
年
次
後
期
は
、
就
活
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
取
得
単
位
数
も
百
以
上
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
実
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
現
実
が
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　四
年
次
前
期
は
、
卒
業
制
作
展
に
向
け
て
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
各
自
が
制
作
計
画
を
立
て
、

日
々
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
就
職
活
動
は
戸

惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
就
職
の
第
一
歩
は
ま
ず
行
動

に
移
す
こ
と
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す

の
で
、
残
り
の
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　四
月
に
入
学
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
早
く
も
前
期
授
業
期
間
の
終

盤
を
迎
え
る
現
在
、
皆
日
々
懸
命
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
中
止
が
続
い
た
学
内
行
事
も
徐
々
に
開
催
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
新
し
い
体
験
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
す
。

学
生
た
ち
は
例
年
に
増
し
て
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が
積
極
的
で
、

授
業
の
後
や
実
験
・
実
習
中
の
質
問
も
多
く
、
前
向
き
な
姿
勢
が

感
じ
取
れ
ま
す
。
こ
の
調
子
で
二
年
間
の
短
い
学
生
生
活
を
謳
歌

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　二
年
次
に
な
る
と
一
年
次
よ
り
さ
ら
に
専
門
的
で
実
践
的
な
科

目
が
増
え
、
各
自
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、慣
れ
な
い
就
職
活
動
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、

会
社
説
明
会
や
面
接
に
参
加
し
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
短
大

で
過
ご
し
た
約
一
年
半
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
学

ぶ
中
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
懸
命
に
努
力
し
日
々
成
長
し
て
い
る

姿
を
間
近
に
見
て
微
笑
ま
し
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。　残

り
の
学
生
生
活
も
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み
な
が

ら
有
意
義
で
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　入
学
当
初
の
一
年
生
三
十
一
名
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
短
大
生

活
に
緊
張
し
て
お
り
、
自
己
紹
介
で
は
ク
ラ
ス
の
大
半
が
「
人
見

知
り
で
す
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
七
月
の
今
で
は
、
保
育
者

を
目
指
す
同
志
と
し
て
の
絆
も
生
ま
れ
、
体
育
祭
で
の
有
志
参
加

や
、
ダ
ン
ス
の
創
作
活
動
等
、
積
極
的
に
仲
間
と
協
力
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
、
施
設
見
学
も
終
え
、
九
月
に
は
附
属
幼
稚
園
で
の
基

礎
実
習
も
行
う
予
定
で
す
。
二
年
間
、
夢
に
向
か
っ
て
皆
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

　二
年
間
の
短
大
生
活
の
中
で
も
十
週
間
に
及
ぶ
実
習
期
間
は
、

短
大
で
の
学
び
と
実
践
を
繋
ぐ
山
場
で
す
。
昨
年
度
、
附
属
の
ま

す
み
幼
稚
園
で
の
基
礎
実
習
を
設
定
し
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

二
回
と
も
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
鑑
み
断
念
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
二
年
生
は
、
今
、
初
め
て
の
保
育
所
実
習
・
施
設

実
習
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
し
解
放
さ
れ
た
夏
休
み
を
実
感
で
き

る
の
は
、
こ
の
後
の
補
講
や
試
験
が
す
べ
て
終
わ
っ
て
か
ら
、
二

年
生
の
暑
い
暑
い
夏
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
め
っ

ち
ゃ
可
愛
か
っ
た
あ
」
と
笑
顔
で
報
告
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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　服
飾
文
化
専
攻
一
年
生
は
十
四
名
で
、
こ
の
う
ち
男
子
が
三
名

で
す
。
全
員
、
衣
料
管
理
士
二
級
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
科
の
教
員
免
許
、
学
芸
員
の
資
格
を
希
望
し
て
い
る

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
数
名
い
ま
す
。

　皆
、
優
し
く
協
調
的
で
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。
六
月
や
七
月
に
体

調
を
崩
し
た
学
生
が
何
人
か
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
全
員
が

元
気
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
前
期
の
試
験
や
レ
ポ
ー

ト
提
出
が
あ
り
ま
す
。
全
員
が
無
事
、
乗
り
越
え
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
二
年
生
と
な
り
、
専
門
科
目
の
学
習
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
授
業
へ
の
取
り
組
み
方
も
良
く
、
ま

ず
は
元
気
に
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今
、
宮
城
県
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
初
め
て
二
千
人
を
上

回
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
爆
発
的
な
感
染
状

況
が
続
い
て
お
り
、
研
修
旅
行
の
延
期
を
判
断
す
る
に
至
り
ま
し

た
。　こ

の
よ
う
な
試
練
の
と
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
双
方
か
ら
、
勉
学
を
は
じ
め
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。
一
日

も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
、
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
十
八
名
全
員
が
三
年
次
に
進
級
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
卒
業
に
向
け
て
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組

む
よ
う
注
意
喚
起
し
て
ま
い
り
ま
す
。
四
月
の
面
談
時
に
「
今
年

度
中
に
卒
業
必
修
の
一
二
四
単
位
に
限
り
な
く
近
い
単
位
取
得
」

を
目
標
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
服
飾
文
化
専
攻
で
の
学

び
の
集
大
成
「
専
門
研
究
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
健
康
を
大

切
に
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら

も
、
温
か
い
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　大
学
四
年
間
の
最
終
学
年
。
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
七
月

初
旬
か
ら
月
日
を
数
え
る
と
、
三
月
十
五
日
の
卒
業
式
ま
で
約
八

カ
月
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
ク
ラ
ス
の
様
子
で
す
が
、
就
職
が

早
い
段
階
で
決
ま
っ
た
学
生
、
就
職
活
動
真
っ
最
中
の
学
生
、
進

路
に
迷
い
悩
ん
で
い
る
学
生
な
ど
、
こ
の
時
期
独
特
の
空
気
が
流

れ
て
い
ま
す
。
特
に
今
は
、
目
の
前
の
こ
と
に
一
喜
一
憂
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
個
人
面
談
で
は
こ
の
こ

と
も
含
め
て
、
種
々
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少

し
せ
っ
か
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
員
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
な
が

ら
卒
業
式
を
迎
え
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　四
月
に
新
入
生
四
十
四
名
を
迎
え
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
履
修
登
録
な
ど
の
学
事
を
こ

な
し
、
前
期
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
四
月
中
旬
か
ら
実

施
し
た
担
任
と
の
個
人
面
談
で
は
、
生
活
面
や
健
康
面
の
確
認
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
点
は
放
置
し
な
い
こ
と
等
の
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
梅
雨
明
け
の
頃
か
ら
暑
い
日
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

体
調
管
理
に
気
を
配
り
、
前
期
試
験
、
夏
休
み
を
迎
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　六
月
の
後
援
会
総
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　全
員
が
無
事
二
年
生
と
な
り
、
三
年
振
り
の
体
育
祭
で
は
男
女

混
合
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
、
接
戦
の
末
、
教
員
チ
ー
ム

に
勝
利
す
る
な
ど
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
全

員
と
個
人
面
談
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
学
習
面
で
は
専
門
科
目
も
増

え
て
苦
慮
す
る
場
面
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
一
年
生
の
時
と
同
じ

勉
強
時
間
で
は
足
り
な
い
と
意
識
し
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　四
月
に
編
入
生
二
名
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
た
三
年
次
も
、
早
い

も
の
で
前
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
六
月
か
ら
は
給
食
管

理
の
臨
地
実
習
も
始
ま
り
、
学
生
同
士
が
相
談
し
合
い
、
事
前
準

備
や
終
了
後
の
ま
と
め
に
励
ん
で
い
る
姿
は
微
笑
ま
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座
も
始
ま
る
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
科
目
も
加
わ
り
ま
し
た
。
各
自
の
進
路
を
模
索

し
な
が
ら
学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　六
月
か
ら
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格
の
た
め
の
臨
地

実
習
、
そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
就
職
活
動
や
課
題
研
究
な
ど
、
更

に
充
実
し
た
毎
日
で
す
。
来
年
二
月
末
頃
の
受
験
に
向
け
た
学
習

も
、
毎
月
の
模
擬
試
験
と
と
も
に
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
既
に
就

職
先
か
ら
内
定
を
頂
い
た
学
生
、
内
定
後
も
模
索
す
る
学
生
、
職

種
に
よ
り
今
後
が
活
動
本
番
の
た
め
、
今
の
内
に
で
き
る
限
り
の

受
験
勉
強
を
す
る
学
生
等
々
、
状
況
は
様
々
で
す
。
い
ず
れ
も
夏

休
み
以
降
の
貴
重
な
時
間
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　今
年
度
も
「
絵
を
描
く
の
が
好
き
」「
ア
ニ
メ
が
好
き
」「
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
た
い
」「
工
芸
品
を
作
っ
て
み
た
い
」そ
ん
な
志
を
持
っ

た
学
生
た
ち
が
入
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
毎
年
五
月
に
行
う
東

京
研
修
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
六
月
の
体
育
祭
で
は
ク
ラ
ス
の
有
志
が

種
目
別
の
競
技
に
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。
七
月
は
東
北
大
学

で
開
催
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
へ
髙
田
葉
月
さ
ん
、
松
山
凜
さ

ん
、高
橋
幸
聖
さ
ん
、持
舘
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
出
展
し
活
躍
し
ま
し
た
。

　昨
年
度
ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
大
学
生
活
に
制

約
の
あ
る
年
で
し
た
が
、
学
生
な
り
に
考
え
工
夫
を
凝
ら
し
、
今

で
き
る
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
外
へ
向
け
て
制
作
発
表
す
る
者
、
学
友
会
活
動
の
参
加
、

サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
友
人
と
の
時
間
を
過
ご
す
な
ど
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
本
来
の
大
学
生
活
が
戻
っ
て
き
て
い
る
様
子
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　授
業
で
は
既
に
卒
業
研
究
を
見
据
え
て
次
年
度
か
ら
の
専
門

コ
ー
ス
へ
向
け
、
後
期
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　「大
学
生
活
＝
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
言
う
嘗
て
の
常
識
が
非
常
識

と
な
っ
て
、
ど
れ
程
、
経
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
進
級
と
い
う
縛
り

か
ら
解
放
さ
れ
学
生
ら
し
い
自
由
を
手
に
す
る
や
否
や
、そ
の
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
も
既
に
残
り
少
な
い
こ
と
を
学
生
た
ち
の
多
く
が

未
だ
知
ら
ず
に
い
ま
す
。
卒
研
に
向
け
て
自
己
研
鑽
に
励
む
べ
き

三
年
次
後
期
は
、
就
活
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
取
得
単
位
数
も
百
以
上
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
実
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
現
実
が
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　四
年
次
前
期
は
、
卒
業
制
作
展
に
向
け
て
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
各
自
が
制
作
計
画
を
立
て
、

日
々
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
就
職
活
動
は
戸

惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
就
職
の
第
一
歩
は
ま
ず
行
動

に
移
す
こ
と
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す

の
で
、
残
り
の
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　四
月
に
入
学
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
早
く
も
前
期
授
業
期
間
の
終

盤
を
迎
え
る
現
在
、
皆
日
々
懸
命
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
中
止
が
続
い
た
学
内
行
事
も
徐
々
に
開
催
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
新
し
い
体
験
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
す
。

学
生
た
ち
は
例
年
に
増
し
て
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が
積
極
的
で
、

授
業
の
後
や
実
験
・
実
習
中
の
質
問
も
多
く
、
前
向
き
な
姿
勢
が

感
じ
取
れ
ま
す
。
こ
の
調
子
で
二
年
間
の
短
い
学
生
生
活
を
謳
歌

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　二
年
次
に
な
る
と
一
年
次
よ
り
さ
ら
に
専
門
的
で
実
践
的
な
科

目
が
増
え
、
各
自
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、慣
れ
な
い
就
職
活
動
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、

会
社
説
明
会
や
面
接
に
参
加
し
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
短
大

で
過
ご
し
た
約
一
年
半
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
学

ぶ
中
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
懸
命
に
努
力
し
日
々
成
長
し
て
い
る

姿
を
間
近
に
見
て
微
笑
ま
し
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。　残

り
の
学
生
生
活
も
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み
な
が

ら
有
意
義
で
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　入
学
当
初
の
一
年
生
三
十
一
名
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
短
大
生

活
に
緊
張
し
て
お
り
、
自
己
紹
介
で
は
ク
ラ
ス
の
大
半
が
「
人
見

知
り
で
す
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
七
月
の
今
で
は
、
保
育
者

を
目
指
す
同
志
と
し
て
の
絆
も
生
ま
れ
、
体
育
祭
で
の
有
志
参
加

や
、
ダ
ン
ス
の
創
作
活
動
等
、
積
極
的
に
仲
間
と
協
力
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
、
施
設
見
学
も
終
え
、
九
月
に
は
附
属
幼
稚
園
で
の
基

礎
実
習
も
行
う
予
定
で
す
。
二
年
間
、
夢
に
向
か
っ
て
皆
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

　二
年
間
の
短
大
生
活
の
中
で
も
十
週
間
に
及
ぶ
実
習
期
間
は
、

短
大
で
の
学
び
と
実
践
を
繋
ぐ
山
場
で
す
。
昨
年
度
、
附
属
の
ま

す
み
幼
稚
園
で
の
基
礎
実
習
を
設
定
し
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

二
回
と
も
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
鑑
み
断
念
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
二
年
生
は
、
今
、
初
め
て
の
保
育
所
実
習
・
施
設

実
習
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
し
解
放
さ
れ
た
夏
休
み
を
実
感
で
き

る
の
は
、
こ
の
後
の
補
講
や
試
験
が
す
べ
て
終
わ
っ
て
か
ら
、
二

年
生
の
暑
い
暑
い
夏
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
め
っ

ち
ゃ
可
愛
か
っ
た
あ
」
と
笑
顔
で
報
告
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E 広報

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　1
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　2
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　3
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
令
和
四
年
度 

前
期
）
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　美
術
学
部
二
・
三
年
生
九
名
と
教
員
一
名
に
よ
る
、
学
内
を

良
く
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
令
和
二
年
度
に
導
入

さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
と
造
形
演
習
工
房
の
設
備
を
使
い
、

授
業
内
で
は
難
し
い
本
格
的
な
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
は
じ
め
に
学
内
を
回
っ
て
問
題
点
を
見
つ
け
出
し
、
自
分

た
ち
が
で
き
る
「
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
話
し
合

い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
を
何
度
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
操
作
、
木
材
や
ア
ク
リ
ル
板

の
加
工
技
術
を
習
得
し
、
三
月
に
よ
う
や
く
完
成
。
二
号
館
入

口
に
は
色
鮮
や
か
な
校
舎
の
案
内
板
、
図
書
館
の
一
階
に
は
本

の
配
置
を
示
す
案
内
板
、
五
・
六
号
館
の
ト
イ
レ
に
は
遠
く
か

ら
で
も
わ
か
る
サ
イ
ン
、
六
号
館
食
堂
に
は
動
物
や
四
季
の
デ

ザ
イ
ン
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　株
式
会
社
カ
ル
ラ
と
東
北
生
活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
が
共

同
で
お
か
ら
を
使
っ
た
お
菓
子
を
開
発
し
ま
し
た
。
原
料
の
お

か
ら
は
、
宮
城
県
産
大
豆
「
ミ
ヤ
ギ
シ
ロ
メ
」
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
カ
ル
ラ
で
は
、
自
家
製
「
カ
ル
ラ
豆
腐
」
を
生
産
し
て

い
ま
す
が
、
副
産
物
と
し
て
”お
か
ら
“
が
で
き
ま
す
。
こ
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
本
商
品
で
す
。
お
か

ら
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
に
富
み
、
食
物
繊
維
や
鉄
分
も
豊
富

に
含
ま
れ
ま
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
商
品
化
の
ア
イ
デ
ア
・

製
造
・
販
売
を
カ
ル
ラ
、
お
菓
子
の
内
容
に
つ
い
て
は
短
期
大

学
部
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
本
大
学
美
術
学
部
が
担

当
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
低
脂
肪
、甘
さ
ひ
か
え
め
で
、お
や
つ
、

お
茶
受
け
、
ま
た
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
も
合
う
よ
う
で
す
。

カ
ル
ラ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
二
年
半
、
未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、
七
月
に
入
り
、
感
染

者
数
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、
令
和
四
年
度

（
八
月
一
日
現
在
）
は
、
感
染
者
十
八
名
、
濃
厚
接
触
者
四
十
二

名
の
報
告
が
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
（
令
和
二
年

度
は
感
染
者
一
名
、
濃
厚
接
触
者
三
名
、
令
和
三
年
度
は
感
染
者

二
十
二
名
、
濃
厚
接
触
者
十
九
名
）。
こ
れ
か
ら
も
暑
い
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
熱
中
症
対
策
を
優
先
に
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
体

調
管
理
に
努
め
、
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継
続
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、

必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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2
0
2
1
学
内
デ
ザ
イ
ン
計
画

産
学
共
同
開
発「
お
か
ら
の
お
や
つ
」

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
事
異
動

大
学
　
健
康
栄
養
学
専
攻
　
教
授

小
野 

真
実

【
専
門
分
野
】栄
養
教
育
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

【
主
な
担
当
科
目
】栄
養
教
育
論
、栄
養
指
導
論
、

栄
養
指
導
論
実
習
、栄
養
情
報
処
理
演
習
、

食
生
活
論

　私
の
研
究
分
野
は「
行
動
科
学
を
活
用
し
た
栄
養
教
育
・
栄

養
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」で
す
。思
え
ば
学
部
卒
業
後
の
修
士
課

程
進
学
の
際
、望
ま
し
い
食
生
活
の
営
み
に
も
通
ず
る
”保
健

行
動
“
に
は
本
人
の
個
人
的
要
因（
知
識
・
態
度
な
ど
）は
も
ち

ろ
ん
、そ
の
人
を
取
り
巻
く
家
族
か
ら
広
域
レ
ベ
ル
に
わ
た

り
、ど
の
よ
う
な
環
境
要
因
が
影
響
す
る
の
か
を
知
り
た
い
と

思
っ
た
の
が
契
機
で
し
た
。修
了
後
は
、都
内
某
情
報
通
信
系

企
業
人
事
部
に
お
け
る
健
康
管
理
業
務（
対
象
数
約
七
万
人
）

に
長
く
管
理
栄
養
士
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。年
間
約
四
百
件

の
個
別
と
、約
四
十
回
の
集
団（
十
〜
二
百
名
程
度
）へ
の
栄
養

（
健
康
）教
育
を
中
心
に
、産
業
保
健
に
お
け
る
疫
学
研
究
や
健

康
増
進
活
動
の
関
連
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。中
で
も
注
力
し

た
の
は
企
業
特
性
を
生
か
し
た
I
C
T
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
ル

の
開
発
で
、望
ま
し
い
行
動
変
容
を
狙
っ
た
本
ツ
ー
ル
の
活
用

は
、利
用
社
員
の
生
活
習
慣
と
検
査
値
の
改
善
に
一
定
の
効
果

を
得
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、現
在
四
十
歳
以
上
の
国
民

に
実
施
さ
れ
る
メ
タ
ボ
健
診
・
保
健
指
導
制
度
の
立
ち
上
げ
時

に
も
、ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
や
全
国
的
な
保
健
指
導
ス
タ
ッ
フ
育
成

面
で
、微
力
な
が
ら
も
研
究
協
力
者
と
し
て
貢
献
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。一
方
、北
東
北
の
某
地
域
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
活
動
に
お
い
て
も
栄
養
疫
学
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　本
学
の
学
生
さ
ん
に
は
、こ
れ
ま
で
様
々
な
健
康
度
と
多
様
な

価
値
観
の
方
々
に
接
し
た
経
験
を
基
に
、「
個
人
の
多
様
性
の
理

解
力
」と「
栄
養
・
食
の
選
択
と
決
定
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」と
を
育
め
る
よ
う
、尽
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
学
　
美
術
表
現
学
科
　
講
師

伊
勢 

周
平

【
専
門
分
野
】絵
画
、現
代
美
術

【
主
な
担
当
科
目
】絵
画
基
礎
Ⅰ・Ⅱ
、

メ
デ
ィ
ア
芸
術
論
、ア
ニ
メ・
ゲ
ー
ム
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
、

版
画
Ⅰ・Ⅱ
、地
域
創
生
演
習
Ⅰ・Ⅱ
、

デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅰ（
映
像
）、卒
業
研
究
Ⅰ・Ⅱ

二
〇
〇
一
年
、故
郷
の
山
形
美
術
館
で
ル
ド
ン
の
巡
回
展
が

催
さ
れ
ま
し
た
。彼
の
仕
事
が
収
め
ら
れ
た
古
い
画
集（
母
が
学

生
時
分
に
知
人
か
ら
頂
い
た
も
の
で
し
た
）を
小
さ
い
頃
か
ら

舐
め
回
す
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
、「
こ
れ
」が
来
る
の
か
と
勇

ん
で
美
術
館
に
足
を
運
び
ま
し
た
。し
か
し
現
場
で
感
じ
た
の

は「
こ
れ
」で
も
あ
り
、ま
た「
死
ん
だ
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
現
前
し

な
が
ら
、時
代
の
最
突
端
に
い
る
自
分
を
眼
差
し
て
い
る
」よ
う

な
感
覚
で
し
た
。と
に
か
く
凄
い
も
の
を
見
た
興
奮
で
帰
り
が

け
に
パ
ス
テ
ル
と
い
う
画
材
を
買
っ
て
、画
家
に
な
っ
た
自
分

を
夢
想
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ふ
つ
う「
絵
」と
い
う
場
合
、大
抵
は〈
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
〉、つ
ま

り「
視
覚
的
な
画
像
と
し
て
の
絵
」を
指
す
と
思
い
ま
す
。私
が
画

集
か
ら
感
じ
た
も
の
は
こ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
私
が
現
場
で
感
じ
た
も
の
は
、絵
の〈
イ
メ
ー
ジ
〉と

呼
べ
る
も
の
で
し
た
。絵
か
ら
発
せ
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
自
分

を
通
し
て
刷
新
さ
れ
、ま
た
絵
に
還
っ
て
い
く
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
す
。ま
た
そ
の
過
程
で
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
精
神
の
記
憶

が
開
き
、連
綿
と
続
い
て
い
く
よ
う
な
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
と
い
う
哲
学
者
が
、も
の
を
知
覚
す

る
と
き（
そ
れ
は
視
覚
で
も
味
覚
で
も
）、色
や
味
は
も
の
自
体

に
も
感
覚
器
自
体
に
も
無
い

　
―

ど
こ
に
在
る
の
か
？―

　も

の
と
感
覚
が
接
触
し
た
時
に
在
る
、と
言
っ
た
と
思
い
ま
す
。今

回
お
話
し
し
た
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

自
分
を
今
ま
で
突
き
動
か
し
て
い
る
あ
の
感
覚
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
。そ
し
て
こ
う
い
っ
た
場
合
の「
絵
」と
は
何
な
の

か
。そ
れ
が
私
の
研
究
と
実
践
で
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科
　
講
師

米
川 

純
子

【
専
門
分
野
】教
育
・
保
育
相
談
、児
童
福
祉
、

児
童
心
理

【
主
な
担
当
科
目
】子
ど
も
家
庭
福
祉
論
、

地
域
福
祉
論
、教
育
・
保
育
相
談
、

子
ど
も
の
家
庭
支
援
心
理
学
、社
会
的
養
護

　私
は
一
人
っ
子
で
す
。幼
い
時
か
ら「
一
人
っ
子
だ
か
ら
ね
」

と
周
囲
か
ら
許
さ
れ
て
き
た
部
分
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。し
か
し
、果
た
し
て
本
当
に
一
人
っ
子
＝
わ
が
ま
ま

な
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
し
た
反
骨
精
神
の
よ
う
な
も
の
か

ら
、対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
が

私
の
研
究
の
始
ま
り
で
す
。

　私
は
児
童
発
達
学
が
専
門
な
の
で
、ウ
ィ
ン
グ
の
三
つ
組
み

と
い
う
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
三
つ
の
代
表
的
な
特
徴

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。①
社
会
性
に
関
す
る
困
難
②
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
困
難
③
想
像
力
に
関
す
る
困
難
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、自
分
の
思
い
が
相
手
に
上
手
く
伝
わ
ら
ず
に

誤
解
を
ま
ね
い
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
の
経
験
な
ら
、多
少
な
り

と
も
心
当
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
問

題
な
の
が
、こ
の
特
徴
が
社
会
生
活
に
お
い
て
支
障
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
す
。

　最
近
、学
生
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
は
、S
N
S
問
題

で
す
。I
T
の
推
進
に
よ
り
、「
伝
え
る
力
」「
相
手
の
気
持
ち
を

読
み
取
る
力
」を
複
雑
化
さ
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、常
に
多
く

の
情
報
を
受
け
反
応
は
す
る
が
、自
ら
発
信
す
る
力
が
弱
体
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。障
害
を
抱
え
て
い
る
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、現
代
に
お
い
て
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
み

を
抱
え
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、現
在

「
伝
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
は
最
近
、家
族
や
友
人
、職
場
の
人
と
本
音
で
話
せ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
話
の
制
限
も
あ
り
ま
す

が
、大
事
な
人
と
、本
音
で
語
り
合
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

大
学 

特
任
教
授

　曽
根 

正
彦

大
学 

特
任
講
師

　半
澤 

真
喜
子

大
学 

講
師

　宮
澤 

孝
子

短
大 

特
任
教
授

　宮
地 

洋
子

短
大 

特
任
教
授

　横
山 

美
喜
子

短
大 

准
教
授

　土
屋 

葉
子

短
大 

講
師

　佐
藤 

和
貴

大
学 

契
約
助
手

　玉
上 

か
お
り

　（四
月
三
十
日
ま
で
）

大
学
短
大
事
務
部 

学
生
課
長

　岡
部 

正
利

退
職
の
教
職
員

大
学 

准
教
授

　鴫
原 

美
智
子

大
学 

特
任
講
師

　菊
地 

紗
代

大
学 

講
師

　何 

水
蘭

短
大 

特
任
教
授

　武
田 

早
苗

短
大 

准
教
授

　阿
部 

陽
子

短
大 

准
教
授

　橋
浦 

孝
明

短
大 

講
師

　青
柳 

公
大

大
学
短
大
事
務
部 

入
試
課
長
・

学
募
広
報
課
長
兼
務

　大
石 

正
芳

大
学
短
大
事
務
部 

学
生
課
長

　三
浦 

義
雄

新
任
の
教
職
員
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　美
術
学
部
二
・
三
年
生
九
名
と
教
員
一
名
に
よ
る
、
学
内
を

良
く
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
令
和
二
年
度
に
導
入

さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
と
造
形
演
習
工
房
の
設
備
を
使
い
、

授
業
内
で
は
難
し
い
本
格
的
な
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
は
じ
め
に
学
内
を
回
っ
て
問
題
点
を
見
つ
け
出
し
、
自
分

た
ち
が
で
き
る
「
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
話
し
合

い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
を
何
度
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
操
作
、
木
材
や
ア
ク
リ
ル
板

の
加
工
技
術
を
習
得
し
、
三
月
に
よ
う
や
く
完
成
。
二
号
館
入

口
に
は
色
鮮
や
か
な
校
舎
の
案
内
板
、
図
書
館
の
一
階
に
は
本

の
配
置
を
示
す
案
内
板
、
五
・
六
号
館
の
ト
イ
レ
に
は
遠
く
か

ら
で
も
わ
か
る
サ
イ
ン
、
六
号
館
食
堂
に
は
動
物
や
四
季
の
デ

ザ
イ
ン
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　株
式
会
社
カ
ル
ラ
と
東
北
生
活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
が
共

同
で
お
か
ら
を
使
っ
た
お
菓
子
を
開
発
し
ま
し
た
。
原
料
の
お

か
ら
は
、
宮
城
県
産
大
豆
「
ミ
ヤ
ギ
シ
ロ
メ
」
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
カ
ル
ラ
で
は
、
自
家
製
「
カ
ル
ラ
豆
腐
」
を
生
産
し
て

い
ま
す
が
、
副
産
物
と
し
て
”お
か
ら
“
が
で
き
ま
す
。
こ
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
本
商
品
で
す
。
お
か

ら
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
に
富
み
、
食
物
繊
維
や
鉄
分
も
豊
富

に
含
ま
れ
ま
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
商
品
化
の
ア
イ
デ
ア
・

製
造
・
販
売
を
カ
ル
ラ
、
お
菓
子
の
内
容
に
つ
い
て
は
短
期
大

学
部
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
本
大
学
美
術
学
部
が
担

当
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
低
脂
肪
、甘
さ
ひ
か
え
め
で
、お
や
つ
、

お
茶
受
け
、
ま
た
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
も
合
う
よ
う
で
す
。

カ
ル
ラ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
二
年
半
、
未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、
七
月
に
入
り
、
感
染

者
数
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、
令
和
四
年
度

（
八
月
一
日
現
在
）
は
、
感
染
者
十
八
名
、
濃
厚
接
触
者
四
十
二

名
の
報
告
が
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
（
令
和
二
年

度
は
感
染
者
一
名
、
濃
厚
接
触
者
三
名
、
令
和
三
年
度
は
感
染
者

二
十
二
名
、
濃
厚
接
触
者
十
九
名
）。
こ
れ
か
ら
も
暑
い
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
熱
中
症
対
策
を
優
先
に
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
体

調
管
理
に
努
め
、
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継
続
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、

必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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2
0
2
1
学
内
デ
ザ
イ
ン
計
画

産
学
共
同
開
発「
お
か
ら
の
お
や
つ
」

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
事
異
動

大
学
　
健
康
栄
養
学
専
攻
　
教
授

小
野 

真
実

【
専
門
分
野
】栄
養
教
育
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

【
主
な
担
当
科
目
】栄
養
教
育
論
、栄
養
指
導
論
、

栄
養
指
導
論
実
習
、栄
養
情
報
処
理
演
習
、

食
生
活
論

　私
の
研
究
分
野
は「
行
動
科
学
を
活
用
し
た
栄
養
教
育
・
栄

養
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」で
す
。思
え
ば
学
部
卒
業
後
の
修
士
課

程
進
学
の
際
、望
ま
し
い
食
生
活
の
営
み
に
も
通
ず
る
”保
健

行
動
“
に
は
本
人
の
個
人
的
要
因（
知
識
・
態
度
な
ど
）は
も
ち

ろ
ん
、そ
の
人
を
取
り
巻
く
家
族
か
ら
広
域
レ
ベ
ル
に
わ
た

り
、ど
の
よ
う
な
環
境
要
因
が
影
響
す
る
の
か
を
知
り
た
い
と

思
っ
た
の
が
契
機
で
し
た
。修
了
後
は
、都
内
某
情
報
通
信
系

企
業
人
事
部
に
お
け
る
健
康
管
理
業
務（
対
象
数
約
七
万
人
）

に
長
く
管
理
栄
養
士
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。年
間
約
四
百
件

の
個
別
と
、約
四
十
回
の
集
団（
十
〜
二
百
名
程
度
）へ
の
栄
養

（
健
康
）教
育
を
中
心
に
、産
業
保
健
に
お
け
る
疫
学
研
究
や
健

康
増
進
活
動
の
関
連
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。中
で
も
注
力
し

た
の
は
企
業
特
性
を
生
か
し
た
I
C
T
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
ル

の
開
発
で
、望
ま
し
い
行
動
変
容
を
狙
っ
た
本
ツ
ー
ル
の
活
用

は
、利
用
社
員
の
生
活
習
慣
と
検
査
値
の
改
善
に
一
定
の
効
果

を
得
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、現
在
四
十
歳
以
上
の
国
民

に
実
施
さ
れ
る
メ
タ
ボ
健
診
・
保
健
指
導
制
度
の
立
ち
上
げ
時

に
も
、ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
や
全
国
的
な
保
健
指
導
ス
タ
ッ
フ
育
成

面
で
、微
力
な
が
ら
も
研
究
協
力
者
と
し
て
貢
献
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。一
方
、北
東
北
の
某
地
域
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
活
動
に
お
い
て
も
栄
養
疫
学
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　本
学
の
学
生
さ
ん
に
は
、こ
れ
ま
で
様
々
な
健
康
度
と
多
様
な

価
値
観
の
方
々
に
接
し
た
経
験
を
基
に
、「
個
人
の
多
様
性
の
理

解
力
」と「
栄
養
・
食
の
選
択
と
決
定
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」と
を
育
め
る
よ
う
、尽
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
学
　
美
術
表
現
学
科
　
講
師

伊
勢 

周
平

【
専
門
分
野
】絵
画
、現
代
美
術

【
主
な
担
当
科
目
】絵
画
基
礎
Ⅰ・Ⅱ
、

メ
デ
ィ
ア
芸
術
論
、ア
ニ
メ・
ゲ
ー
ム
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
、

版
画
Ⅰ・Ⅱ
、地
域
創
生
演
習
Ⅰ・Ⅱ
、

デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅰ（
映
像
）、卒
業
研
究
Ⅰ・Ⅱ

二
〇
〇
一
年
、故
郷
の
山
形
美
術
館
で
ル
ド
ン
の
巡
回
展
が

催
さ
れ
ま
し
た
。彼
の
仕
事
が
収
め
ら
れ
た
古
い
画
集（
母
が
学

生
時
分
に
知
人
か
ら
頂
い
た
も
の
で
し
た
）を
小
さ
い
頃
か
ら

舐
め
回
す
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
、「
こ
れ
」が
来
る
の
か
と
勇

ん
で
美
術
館
に
足
を
運
び
ま
し
た
。し
か
し
現
場
で
感
じ
た
の

は「
こ
れ
」で
も
あ
り
、ま
た「
死
ん
だ
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
現
前
し

な
が
ら
、時
代
の
最
突
端
に
い
る
自
分
を
眼
差
し
て
い
る
」よ
う

な
感
覚
で
し
た
。と
に
か
く
凄
い
も
の
を
見
た
興
奮
で
帰
り
が

け
に
パ
ス
テ
ル
と
い
う
画
材
を
買
っ
て
、画
家
に
な
っ
た
自
分

を
夢
想
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ふ
つ
う「
絵
」と
い
う
場
合
、大
抵
は〈
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
〉、つ
ま

り「
視
覚
的
な
画
像
と
し
て
の
絵
」を
指
す
と
思
い
ま
す
。私
が
画

集
か
ら
感
じ
た
も
の
は
こ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
私
が
現
場
で
感
じ
た
も
の
は
、絵
の〈
イ
メ
ー
ジ
〉と

呼
べ
る
も
の
で
し
た
。絵
か
ら
発
せ
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
自
分

を
通
し
て
刷
新
さ
れ
、ま
た
絵
に
還
っ
て
い
く
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
す
。ま
た
そ
の
過
程
で
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
精
神
の
記
憶

が
開
き
、連
綿
と
続
い
て
い
く
よ
う
な
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
と
い
う
哲
学
者
が
、も
の
を
知
覚
す

る
と
き（
そ
れ
は
視
覚
で
も
味
覚
で
も
）、色
や
味
は
も
の
自
体

に
も
感
覚
器
自
体
に
も
無
い

　

―

ど
こ
に
在
る
の
か
？―

　も

の
と
感
覚
が
接
触
し
た
時
に
在
る
、と
言
っ
た
と
思
い
ま
す
。今

回
お
話
し
し
た
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

自
分
を
今
ま
で
突
き
動
か
し
て
い
る
あ
の
感
覚
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
。そ
し
て
こ
う
い
っ
た
場
合
の「
絵
」と
は
何
な
の

か
。そ
れ
が
私
の
研
究
と
実
践
で
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科
　
講
師

米
川 

純
子

【
専
門
分
野
】教
育
・
保
育
相
談
、児
童
福
祉
、

児
童
心
理

【
主
な
担
当
科
目
】子
ど
も
家
庭
福
祉
論
、

地
域
福
祉
論
、教
育
・
保
育
相
談
、

子
ど
も
の
家
庭
支
援
心
理
学
、社
会
的
養
護

　私
は
一
人
っ
子
で
す
。幼
い
時
か
ら「
一
人
っ
子
だ
か
ら
ね
」

と
周
囲
か
ら
許
さ
れ
て
き
た
部
分
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。し
か
し
、果
た
し
て
本
当
に
一
人
っ
子
＝
わ
が
ま
ま

な
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
し
た
反
骨
精
神
の
よ
う
な
も
の
か

ら
、対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
が

私
の
研
究
の
始
ま
り
で
す
。

　私
は
児
童
発
達
学
が
専
門
な
の
で
、ウ
ィ
ン
グ
の
三
つ
組
み

と
い
う
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
三
つ
の
代
表
的
な
特
徴

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。①
社
会
性
に
関
す
る
困
難
②
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
困
難
③
想
像
力
に
関
す
る
困
難
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、自
分
の
思
い
が
相
手
に
上
手
く
伝
わ
ら
ず
に

誤
解
を
ま
ね
い
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
の
経
験
な
ら
、多
少
な
り

と
も
心
当
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
問

題
な
の
が
、こ
の
特
徴
が
社
会
生
活
に
お
い
て
支
障
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
す
。

　最
近
、学
生
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
は
、S
N
S
問
題

で
す
。I
T
の
推
進
に
よ
り
、「
伝
え
る
力
」「
相
手
の
気
持
ち
を

読
み
取
る
力
」を
複
雑
化
さ
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、常
に
多
く

の
情
報
を
受
け
反
応
は
す
る
が
、自
ら
発
信
す
る
力
が
弱
体
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。障
害
を
抱
え
て
い
る
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、現
代
に
お
い
て
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
み

を
抱
え
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、現
在

「
伝
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
は
最
近
、家
族
や
友
人
、職
場
の
人
と
本
音
で
話
せ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
話
の
制
限
も
あ
り
ま
す

が
、大
事
な
人
と
、本
音
で
語
り
合
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

大
学 

特
任
教
授

　曽
根 

正
彦

大
学 

特
任
講
師

　半
澤 

真
喜
子

大
学 

講
師

　宮
澤 

孝
子

短
大 

特
任
教
授

　宮
地 

洋
子

短
大 

特
任
教
授

　横
山 

美
喜
子

短
大 

准
教
授

　土
屋 

葉
子

短
大 

講
師

　佐
藤 

和
貴

大
学 

契
約
助
手

　玉
上 

か
お
り

　（四
月
三
十
日
ま
で
）

大
学
短
大
事
務
部 

学
生
課
長

　岡
部 

正
利

退
職
の
教
職
員

大
学 

准
教
授

　鴫
原 

美
智
子

大
学 

特
任
講
師

　菊
地 

紗
代

大
学 

講
師
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就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

本
年
度
の
入
学
式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
よ
り
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
御
参
列
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、規
模
を
縮
小
し
、時
間
を
短
縮
し

て
、大
学
、短
期
大
学
部
合
同
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、高
止
ま
り
の
状
態
で
、な
か
な
か
減
少
し
ま

せ
ん
。家
庭
内
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、濃
厚

接
触
者
の
認
定
を
受
け
た
り
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
感
染

が
判
明
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、自
宅
待
機
せ
ざ

る
を
得
な
い
学
生
も
少
な
い
が
お
り
ま
す
。

学
生
が
校
舎
に
入
る
際
に
は
、手
指
消
毒
、体
温
測

定
を
励
行
し
、教
室
使
用
時
に
は
、三
密
を
避
け
、空

気
の
入
れ
替
え
な
ど
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、本
学
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
は
お
こ
ら
ず
、順
調
に
各

授
業
、実
習
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
に
お
け
る
学
生
生
活
は
、毎
日
学
業
に
励
む

の
は
あ
た
り
ま
え
で
す
が
、学
友
会
活
動
、ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
を
通
し
て
の
学
生
間
交
流
も
や
っ
と
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
二
年
間
は
学
友

会
活
動
が
規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、六
月
に
、ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
各
部
室
の
清
掃
が
一
斉
に
行
わ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
鍵
も
新
た
に
設
置
さ
れ
て
、管
理
も
行
き
届

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近
、と
き
お
り
近
く
を
通

る
と
、「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」の
演
奏
が
流
れ

て
い
ま
す
。

六
月
十
一
日
は
、体
育
館
で
「
体
育
祭
」が
開
催
さ

れ
、二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。わ
た
く
し
も
、「
体
育

祭
」の
成
功
を
祈
っ
て
、「
フ
レ
ー
、フ
レ
ー
、（
東
北
）

生
（
活
）文
（
化
大
学
）」と
大
声
で
、エ
ー
ル
を
き
り
、

応
援
し
ま
し
た
。秋
に
も
う
一
回
、「
体
育
祭
」が
開
催

で
き
な
い
も
の
か
と
検
討
さ
れ
て
い
る
と
、聞
い
て

お
り
ま
す
。

六
月
後
半
か
ら
、大
学
生
協
売
店
入
口
に
、織
姫
と

彦
星
が
出
会
う
七
夕
祭
り
な
の
で
し
ょ
う
、二
本
、笹

竹
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。本
来
、詩
歌
や
願
い
事
を
書

き
、学
業
の
上
達
を
願
う
の
で
し
ょ
う
が
、毎
日
少
し

づ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
短
冊
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
の
多
い
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
」「
世

界
中
の
人
間
が
皆
同
じ
く
ら
い
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ

う
に
！
」「
世
界
平
和
た
の
む
」「
持
続
可
能
な
社
会
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」の
よ
う
な
真
面
目
な
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、推
し
の
ア
イ
ド
ル
や
、恋
愛
成
就
、現
世

利
益
の
願
望
を
し
た
た
め
た
も
の
も
多
く
、微
笑
ま

し
く
眺
め
て
い
ま
す
。ま
た
、生
老
病
死
の
四
苦
か
ら

救
わ
れ
た
い
と
す
る
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

学
長
も
短
冊
を
と
、学
生
に
す
す
め
ら
れ
、そ
れ
で

は
と
、「
万
葉
集
」か
ら
、男
女
の
契
り
を
願
う
相
聞
歌

の
ひ
と
つ
「
君
が
代
も
わ
が
代
も
知
る
や
磐
代
の
岡

の
草
根
を
い
ざ
結
び
て
な
」を
記
し
て
、短
冊
を
笹
竹

に
結
び
ま
し
た
。

学長   佐藤 一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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「短冊に願いを込めて」
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就職活動は社会の変化に敏感に反応します。現代社会は、ＡＩ人工知能の人間領域への進出による社会経済構造の変化、コロナ
禍でリモートワークの増加に伴う仕事環境の変化、持続可能な経済発展のためノーカーボン社会への変換など激しく変化しており、企業
はこの様な変化に素早く対応出来る組織づくりをしています。組織は人次第です。そのため企業の人財獲得競争が激化しています。表
向きは大学3年生及び短大1年生の３月1日から就職活動解禁となっていますが、実際は大学3年生及び短大1年生の夏のインターンシッ
プから企業の採用選考活動がスタートしています。企業のインターンシップ募集要項を見ていると、7月中にエントリーシートやポートフォリオ
の提出が求められることが非常に多いのが現実です。そして、夏のインターンシップに参加した学生に9月くらいに内々定を出して人財の
確保に努めています。さらに１～2年生の青田買いをするなど激しさは増す一方です。
この様な時代を生きる学生に伝えたいことは、入学時から頭の片隅に自分自身の将来を考えながら日々の勉強、サ－クル活動、アルバ
イト、遊びに打ち込んでくださいということです。そうすることで自分自身の将来が拓けてくると思います。

◎大きく変化する就職活動

令和4年度入学式
4月4日（月）に入学式を挙行しました。新型コロナウイル
スの感染拡大防止のためにご参加いただけなかった
保護者の方向けにオンデマンドでの配信を行いました。

フレスコキクチ締結式

5月26日（木）にスーパーマーケットのフレス
コ株式会

社（フレスコキクチ）と短大は産学連携事
業の協定

を結びました。コロナ禍でも活動できる地
域連携事

業として昨年度始まり、今年で2年目となり
ます。

服飾講座（ブログ）
大学服飾文化専攻ではブログで服飾講座を配信中です。（本学HPから見ることができます。）今年4月より何水蘭講師と菊地紗代特任講師が加わり、より魅力的な内容に！https://www.mishima.ac.jp/tsb/category/fashion/

夏のオープンキャンパス
6月18日（土）と7月17日（日）にオープンキャンパスを
開催しました。たくさんの高校生が来場し、誘導か
ら講座中のサポート、お見送りまで学生スタッフは大
活躍でした！

新入生歓迎行事
4月5日（火）は新入生歓迎行事としてウェルカムパーティーとクラブ同好会紹介を行いました。ゲーム等を通して学生同士の交流を深める場となったようです。

施設見学実習

５月23日（月）に短大子ども生活専攻1年生
が、児童養

護施設「丘の家子どもホーム」の見学実習
へ行ってき

ました。施設長先生よりすすめられ、学生が
絵本「てぶ

くろ」と「おおきなかぶ」の読み聞かせをする
場面も。

せ
い

ぶ
ん

・
・

令和4年度「後援会役員会・総会・学科専攻別
懇談会・個別面談会」

昨年度、一昨年度と新型コロナウイルス感染症の
影響により中止となっておりましたが、6月4日（土）に
3年ぶりの開催となりました。ご参加いただいた皆
様、ありがとうございました。

体育祭
6月11日（土）に体育祭を開催しました。競技前に学長からの応援エールを受け、準備体操も万全！競技中の学生たちの生き生きとした姿が印象的でした。

地域連携事業「子育て支援事業 いざあそび場へ！」
7月9日（土）に短大子ども生活専攻の橋浦孝明准
教授と学生が、地域の親子への支援活動として本
学体育館を開放し、あそび場を提供しました。

い
わ
し
ろ

く
さ
ね


